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七
月
三
日
、
梅
雨
前
線
で
の
線
状

降
水
帯
が
土
石
流
災
害
を
引
き
起

こ
し
、
犠
牲
者
二
六
人
、
行
方
不
明

者
一
人
と
大
き
な
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
気
象
変
動
に
よ
り
国
内
外

で
異
常
気
象
の
多
発
に
よ
り
、
防
災

官
庁
と
し
て
の
役
割
の
重
要
性
は

増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の

欠
員
、
一
人
出
張
所
が
放
置
さ
れ
、 

    

 

     

 

  

     

対
応
の
先
頭
に
立
つ
管
理
職
は
、 

多
く
の
迷
い
と
悩
み
を
抱
え
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！ 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
悩
み
を
出

し
合
い
議
論
し
、
良
い
方
向
へ
解
決

す
べ
く
全
国
各
地
で
二
〇
二
一
年

の
支
部
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。 

職場は激しく変化！ 
 要求を集約し、 

職場改善を！！ 
 

 昨年から続くコロナ禍の中、テレワーク、Ｗｅ

ｂ会議やリモート研修など私たちの働く環境は大

きく変化しています。この変化はコロナ後も継続

し様々な課題が起きるのではと懸念しています。

職員数は昨年に引き続き地整の定数は増えたもの

の、職場の人員不足は慢性的なものになってお

り、働きやすい職場を実現するには増員する必要

があります。また、定年延長法案が成立しました

が、給与が７割となることや再任用者と定年延長

者の処遇の異なる職員が混在するといった働きが

いに関わる問題があります。管理職ユニオンとし

て様々な問題を集約し、職場環境改善、処遇改善

につながる活動をしていきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

（東北支部委員長 佐藤 英徳） 

不当な処遇低下を 
許さない！ 
管理職が 

報われる職場を！ 
 コロナでリモート会議や在宅勤務が導入され、

在宅勤務では部下職員との相談や充分な意思疎通

が出来ず、多くの管理職員に大きな負担がかかっ

ている。管理職員はそのような中でも組織のマネ

ジメントを求められている。 

昨年の「管理職アンケート」では目標を達成で

きなかったが、コロナ禍で、かつ、各地に分散し

ている職場で奮闘してきた。日額旅費を違法に減

額している問題では、人事院は違法な減額につい

て判断しなかった。引き続き法律規則を守らせ、

不当に処遇を低下させる当局の姿勢をただしてい

く。組合員と職場の要求を実現させていく運動に

取り組む。 

（北陸支部委員長 森田 義一） 

東北支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 佐藤　英徳
仙台河川国
道

副執行委員長 佐藤　真一
岩手河川国
道

副執行委員長 北見　淳 郡山国道

事務局長 亀田　　誠
湯沢河川国
道

事務局次長 大槻　金二
専従(週２日
以上)

執行委員 渡邉　茂徳
仙台河川国
道

執行委員 松田　信也 新庄河川

会計監査委員 川島　浩
北上川ダム
統合管理

会計監査委員 伊藤 利明
岩手河川国
道

氏    名役      名

北陸支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 森田　義一 金沢河国

副執行委員長 近藤　敏 富山河国

副執行委員長 原　俊彦 羽越河国

副執行委員長 大井　哲哉 金沢河国

事務局長 南谷　達也 企画部

事務局次長 古市　成人 信濃川河川

事務局次長 焼田　聡 道路部

執行委員 金子　雄司
阿賀野川河
川

執行委員 羽深　圭一 新潟国道

執行委員 境　和宏 湯沢砂防

執行委員 坂井　等 信濃川河川

執行委員 齋藤　真 高田河国

事務局員 喜多　昇 専従

事務局員 渡邊　均 長岡国道

会計監査委員 直井　聡一 新潟国道

会計監査委員 白井　岳之
信濃川下流
河川

氏    名役      名

関東支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 西澤　純夫 相武国道

副執行委員長 星野　豊 横浜国道

副執行委員長 小林　治
利根川上流
河川

事務局長 鎌倉　啓彰 横浜国道

事務局次長 安藤　勇 大宮国道

執行委員 中川　順次
専従（支部
書記局）

会計監査 野口　彰 相武国道

会計監査 関　徳和 長野国道

氏    名役      名
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令
和
３
年
８
月
１
３
日
付
け
で
中
部
地

整 

富
士
砂
防
事
務
所
に
「
熱
海
緊
急
砂
防

出
張
所
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
発
災

後
１
～
２
ヶ
月
の
短
期
間
で
復
旧
復
興
の

た
め
の
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
一
方
で
人
員
は
、
静
岡
県
か
ら
２

名
の
出
向
と
中
部
地
整
局
職
員
が
５
名
ほ

ぼ
併
任
と
い
う
形
で
の
配
置
で
す
。
こ
れ
で

復
旧
組
織
の
人
員
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ

う
か
、
併
任
と
は
言
え
人
事
異
動
で
人
を
出

す
職
場
は
支
障
が
無
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

災
害
復
旧
の
現
場
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
厳
し

い
職
場
で
、
組
織
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
防
災
官
庁
と
し
て
、

職
員
の
増
員
で
き
ち
ん
と
対
応
出
来
る
組

織
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

中国支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 河村　　昭
広島西部砂
防

副執行委員長 佐野　孝行 中国技術

事務局長 末永  　敦 高梁川河川

執行委員 清綱　保志
倉吉河川国
道

執行委員 細木　　修
倉吉河川国
道

役      名 氏    名

中部支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 上野　好隆
木曽川上流
河川

執行副委員長 磯村　敬吾 愛知国道

執行副委員長 秋田　尚孝
木曽川下流
河川

執行副委員長 杉山　佳幸 庄内川河川

執行副委員長 西　　誉夫 名古屋国道

事務局長 神村　章治 庄内川河川

事務局次長 川尻　耕成
木曽川水系
ダム

事務局次長 青山　一雄
中部地方整
備局

執行委員 鈴木　　聡 静岡河川

執行委員 大森　徹治
富士砂防事
務所

執行委員 笠井　良彦
中部技術事
務所

執行委員 安藤　浩照
多治見砂防
国道

執行委員 長谷川　温 名四国道

執行委員 刈田　　晃
天竜川上流
河川

執行委員 福本　晃久
天竜川上流
河川

執行委員 山下　政恭
三重河川国
道

執行委員 高木　晃人
木曽川水系
ダム

会計監査委員 大友　逸斗
浜松河川国
道

役      名 氏    名

管理職の要求 
一つづつ、くみ取る   

運動を！ 
 

中部地整では、２名の管理職員が自ら命を絶った

事件があった。我々管理職ユニオンにとって大切

なことは、こうした悲しい事件を二度と繰り返さ

せないこと。そのためには部下職員はもちろん管

理職に対する気配り・目配りが大切である。 

２年連続で増員となったが、職場では実感が湧い

ていない、今年こそ各職場で増員されたと実感出

来る様な増員闘争を展開していこう。 

今、管理職員が休職するケースがある。慢性的な

人手不足の中で管理職員の疲労がピークとなって

おり、ユニオンとして管理職員の切実な要求をく

み取っていきたい。職場には様々な要求が渦巻い

ている、そうした要求を一つずつくみ取る運動が

重要になってきている。 

（中部支部委員長 上野 好隆） 

 

 

（東北支部委員長 佐藤 英徳）  
中国支部は、2020体制役員です。 

出水期明けの 10月に大会をします。 

九州支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 興梠　逸郎 武雄河川

執行副委員長 福留　泰男 
長崎河川国
道

執行副委員長 沼田　英昭 
熊本河川国
道

事務局長 玖村 徳則
遠賀川河川
環境

事務局次長 中島 清文 筑後川河川

執行委員 橋口　繁雄 
八代河川国
道

執行委員 野口 和洋
立野ダム工
事

執行委員 島畑　郁朗 鹿児島国道

会計監査委員 長田 茂美
筑後川ダム
統合管理

会計監査委員 炭吉　修
長崎河川国
道

役      名 氏    名

近畿支部
勤務先

部・事務所

委 員 長 深澤 洋二
姫路河川国
道

副委員長 高村 裕一 兵庫国道

副委員長 原 昭二 兵庫国道

副委員長 竹井 宏和 滋賀国道

副委員長 絹笠 良一 京都国道

事務局長 大枝 千晋 大阪国道

事務局次長 津村 智明
紀南河川国
道

事務局次長 菊池 弘 企画部

執行委員 森 俊彦 大阪国道

執行委員 矢羽田 寛治 滋賀国道

執行委員 榊 善和
和歌山河川
国道

執行委員 安藤 一行
福知山河川
国道

執行委員 小原 良一
福井河川国
道

会計監査 平松 健 大和川河川

会計監査 末永 裕子 大阪国道

支部事務局員 上原 秀樹 奈良国道

役      名 氏    名

四国支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 明比　貢
徳島河川国
道

副執行委員長 浅田　聖一
松山河川国
道

事務局長 石川　洋
吉野川ダム
統合管理

執行委員 土居　寛幸
高知河川国
道

会計監査 有田　由高 那賀川河川

顧　問 大西　 隆

顧　問 高橋　 弘

顧　問 黒川　威

役      名 氏    名

地理支部
勤務先

部・事務所

執行委員長 井上　武久 測地部

副執行委員長 小澤　安二
基本図情報
部

事務局長 白井　宏樹 測地部

執行委員 森　　 克浩 測地部

執行委員 平岡　喜文
地理地殻活
動研究セン

執行委員 根本　悟
東北地方測
量部

執行委員 住谷　勝樹
関東地方測
量部

会計監査委員 越智　久巳一 測地部

書記局員 大滝　三夫

役      名 氏    名


